
トポロジカル半金属は、その電子のバンド構造にトポロジカルに非自明なギャップレス分散を有する
量子物質である。中でも、磁気秩序を有するトポロジカル半金属である「磁性ワイル半金属」では、
電荷とスピンが結合した電磁応答が発現する。近年では、実験的にも磁性ワイル半金属が報告されて
おり、スピントロニクス機能性の観点からも注目を集めている。
本発表では、代表的な強磁性ワイル半金属の1つであるCo-シャンダイト (Co3Sn2S2, CSS)の有効

模型を用いた電磁応答の理論解析について紹介する。Co-シャンダイトは、積層したカゴメ格子構造
を有する強磁性体であり、バンドのトポロジーに由来した巨大な異常ホール効果を示す系として知ら
れている。この系の電子状態を単純に記述する2軌道有効模型 [1]を用いて、電子状態と磁気秩序の
関係を議論する [2]。また、磁気秩序の変化に起因して多彩なスピンホール効果が現れることを示し、
近年での実験報告にも触れる [3,4,5]。さらに、磁壁構造が存在する際には、電子には数100テスラ
にも達する有効的な磁場(カイラル磁場)が生じることを明らかにした[6]。この有効磁場の構造に基
づき、磁壁ダイナミクスの電気的検出について議論する。
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